
 
 

銀行名 十八銀行 

タイトル クールジャパン機構とともに米国における長崎県発「日本茶カフェ」事業へ出資 

取組み内容 

➢動機(経緯) 

 近年、米国では健康志向の高まりを受け、緑茶および緑茶関連製品の売り上げが

急速に高まっている。 

 当行の取引先で、米国での緑茶・アイスクリーム製造販売を手掛けるＡ社は、お

茶関連商品の世界的普及を目指すため、お茶カフェ事業を立ち上げることとなっ

た。 

 

➢取組の内容 

〇コンセプト 

本事業で展開するカフェは、日本産の良質な茶葉を使用した各種ドリンクを

長崎県の波佐見焼の茶器等で提供するとともに、サイドメニューのお菓子、皿、

雑貨にも長崎県をはじめとした地域名品を用いる等、単なる日本茶の提供に留

まらず日本の文化を体験できるような店舗をコンセプトにしている。 

〇本件のスキーム 

当行やＡ社など本事業の趣旨に賛同する地元企業を中心とする 12 社、2 個人

が出資する国内ＳＰＣおよび株式会社海外需要開拓支援機構(クールジャパン

機構)が、米国に設立する現地法人に出資(スキーム図別添)。 

Ａ社の出資資金は、当行が応資、長崎県の地域活性化に資する新たな資金ニ

ーズに対して支援する「十八銀行『元気な長﨑』応援プロジェクト」における

「『元気な長﨑』応援融資」を活用した。 

 

➢今後の展開 

・米国カリフォルニア州に第1号店を出店し、今後10年間で米国で50店舗の展開

を目指す。 

※当行とともに出資した長崎県企業は、カフェで使用する波佐見焼の茶器、サイド

メニューとして提供するカステラなどの提供で、それぞれの特色と強みを生かし、

本事業に参画する。 
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銀行名 十八銀行 

タイトル 島原市と連携した「海外販路開拓支援プロジェクト」に参画 

取組み内容 

➢動機(経緯) 

当行では、地方創生への取組みを強化するため、各地方自治体との連携を強化し

ている。 

 

➢取組内容 

 島原市を中心とした産・官・金連携の「海外販路開拓支援プロジェクト」に参画

し、島原産品(農水産物・加工品等)の海外への販路拡大を進めるため、「香港島原

フェア」の開催をサポートし、香港企業との個別商談会を実施した。 

〇プロジェクトへの当行の関与 

(1)「香港島原フェア」の開催サポート 

主催：島原市 

後援：十八銀行 

場所：イオン香港コーンヒル店 

出店数：島原市内24事業者から94商品(加工品、農水産物、日本酒等) 

 

(2)香港企業との個別商談会 

主催：島原市・十八銀行 

後援：ジェトロ香港 

参加者：島原市内14事業者(企業および生産者) 

商談企業：香港の代理店、スーパー等のバイヤー、日本料理店等 

 

(3)その他 

 島原市長を含む島原市とジェトロ香港事務所、香港貿易発展局、旅行会社

等の現地機関との面談のコーディネート 

 フェア、商談会終了後、香港商社の日本代理店を島原に招いて、具体的商

談や勉強会を開催 

 

➢成果 

本プロジェクトにより、島原の事業者3社と香港のスーパー2社との商談が成立

したほか、プロジェクト第2弾として、8月中旬に香港で開催されるフードエキス

ポ2016の企画に参画し、現地での対応等をサポートする予定。 

  
 

 



 
 

銀行名 十八銀行 

タイトル 対馬市と連携した「廃ほだ木の活用による地域経済循環創造事業」に参画 

取組み内容 

➢動機(経緯) 

当行では、地方創生への取組みを強化するため、各地方自治体との連携を強化して

いる。 

 

➢取組内容 

 対馬市を中心とした産・官・金連携の「廃ほだ木の活用による地域経済循環創造

事業」に参画し、しいたけ栽培時に産業廃棄物となる廃ほだ木の活用事業における

事業計画の策定支援、総務省への交付金申請支援、工場建設資金の融資、販路開拓

支援等の各種サポートを実施している。 

 

１．事業内容 

主事業：しいたけ栽培時に産業廃棄物となる廃ほだ木を活用した堆肥原料製造

販売 

 

付属事業：堆肥を活用した自然薯栽培、収集した廃ほだ木を利用したカブトム

シ幼虫の飼育販売、弁当・惣菜等の直売所運営、宅配サービスの提供等 

 

２．当行の支援状況 

①事業計画の策定支援 

②総務省への交付金申請支援（対馬市等の関係機関との協議） 

③堆肥加工場建設資金の融資 

 

➢事業効果 

・ 対馬市で問題となっている「廃ほだ木」を活用した複数の事業の創業 

・ 放置された「廃ほだ木」回収による既存事業（しいたけ栽培業）の環境改善・

活性化 

・ 地域の雇用機会の創出 

・ 地域の農産物直売所開設による高齢者等の買い物困難者の支援 

 



          

➢「廃ほだ木の活用による地域経済循環創造事業」事業概要・商流イメージ 

 

 



 
 

銀行名 十八銀行 

タイトル クラウドファンディングによる資金調達手段の提供 

取組み内容 

➢動機(経緯) 

・クラウドファンディングは、企業や個人のアイディアなどの実現に必要な資金を

インターネットを通じて募る仕組みで新たな資金調達手段として注目されている。 

・「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の改定アクションプランにおいても、国は

クラウドファンディングを積極的に推進する方針としており、各地でクラウドファ

ンディングを活用した取組みが進んでいる。 

 

➢取組内容 

 クラウドファンディングのプラットホーム「ＦＡＡＶＯ」のエリアオーナーであ

る㈱ｃｏｎｎｅが運営する「ＦＡＡＶＯ長崎」に当行および株式会社長崎新聞社が

共同オーナー参画してクラフドファンディングによる新たな資金調達手段を提供

し、それぞれの強みを活かし地域密着型プロジェクトの展開により、地方創生への

取組みを強化する。 

 

当行の役割：地域資源の発掘・事業化、地場産品の販路拡大の支援、店舗ネットワ

ークを活用した「広報・周知活動」など 

 

➢「ＦＡＡＶＯ長崎」の成果 

平成28年 4月以降サポートした資金調達プロジェクト：3件 

(平成28年 5月末現在) 

 

 

 



 
 

銀行名 十八銀行 

タイトル 「長崎が目指す２つの世界遺産」構成資産の清掃活動実施 

取組み内容 

 

当行は「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」と「長崎の教

会群とキリスト教関連遺産」の世界遺産登録に向けた応援活動を積極的に行ってお

ります。 

その応援活動の一環として、「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石

炭産業」の構成資産である「旧グラバー住宅」および「長崎の教会群とキリスト教

関連遺産」の構成資産である「大浦天主堂」の周辺でのボランティア清掃活動を実

施いたしました。 

 

 実施時期：平成28年4月 

 参加者 ：新入行員 

 参加者数：79名 

 

 

 



 
 

銀行名 十八銀行 

タイトル 長崎ランタンフェスティバル「皇帝パレード」への参加 

取組み内容 

 

 『2016 長崎ランタンフェスティバル』の最大の見どころである皇帝パレードに

当行より総勢45名が参加しました。 

 長崎新地中華街の人たちが中国の旧正月(春節)を祝う行事を起源とするランタ

ンフェスティバルは、いまでは長崎の冬の一大イベントとして多くの観光客が訪れ

ています。約15,000個のランタン(中国提灯)やオブジェが長崎の街を彩ります。 

 

 

 


